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第１章 序論                        

１－１ 研究の背景と目的 

我々は目的が明確であってもなくても毎日歩くし、近年空

間整備の観点から歩行の重要性が見直されつつある。しかし、

歩くことそのものの意義が議論の場にあがることは少ない。

歩かれる空間や環境に目を向ける前に、まず歩くという行為

自体を意識的に捉えなおす必要があるのではないだろうか。

本研究においては、歩行をより意識的かつ実践的に把握し、

その本質を見出すことを目的とする。 

１－２ 研究の方法と論文の構成 

本研究では、行為としての歩行をより実践的に把握するた

め、実際に歩くことを研究方法として選択した。 

章構成は【図１】の通りである。第２章では文献から歩行

に関する記述を抽出、それらの考察により論点を整理する。

第３章では実際に歩いた記録し、第４章では歩いた上で歩行

について考えたことの分

析を行う。第５章ではこ

れらを概括し、総合考

察・結論を導く。 

第２章 歩行の考究                   

２－１ 文献研究 

本章では、歩くことについての記述を文献【表１】から抽

出し、歩くことがどのような特性を持っているのかを探る。

本章では、数々の文献を通しても語られずにいる「歩くこと」

の本質を知る為にこれまでの言説をまとめるにとどめた。【図

２】人間という生物が行う行動としての歩行から得られる特

性と社会的な行為主体である人間の行為としての歩行から得

られる特性に整理することができ、歩くということは自然的

な要素と社会的な要素の両方を兼ね備える人間の在り方を体

現したものであると考察できる。 

２－２ 本研究への糸口 

人が歩くということに意識を向けることは、社会システム

にガチガチに覆われたこの現代社会において、そこに生きる

人間という生物的な存在に目を向け、人間的な都市を築くき

っかけが生まれるのではないだろうか。 

第３章 歩行の記録                   

３－１ 歩行の概要 

実際に体を動かして歩くこと、歩きながら歩行について考

えることに主眼を置

き、歩いた。そして、

歩行後に歩くことに

ついてさらに熟考し

た。つまり歩くことの

歩行実験かつ思考実

験を目的とし、歩いた。歩行の概要は【表２】の通りである。 

３－２ 記録の方法 

歩行終了後から翌日までに、自由記述形式で実施した歩行

について記録した。 

３－３ 記録のまとめ （歩行⑥のみ掲載） 

＜歩行中【図３】＞歩行している時に見たもの、感じたこと、

考えたことを、地点と距離・標高と共に記録した。 

＜歩行後【表３】＞歩行が終わった後に歩くことについて考

えたことを実施者が記録した順番のまま羅列した。 

 

【図１ 章構成】 

【表２ 歩行の概要】 

【図３ 歩行中の記録】 【表１ 記述を抽出した文献】訳者・出版元は割愛 

【表３ 歩行後の記録】 

【図２ 第２章まとめ】 



３－４ 本章のまとめ 

・6 回の歩行を試み、歩行実験と思考実験の記録が取れた。 

・歩くことで徐々に歩行や記録の枠組みが生まれていった。 

・歩くことが認識されるのではなく、そこにあるものとして

存在していることが、体感的にも思考からも確かめられた。 

第４章 歩行の思考                    

４－１ 本章の目的・４－２ 分析方法 

本章では、第３章より歩行後の思考を抽出し、KJ 法により

歩くことについての思考構造を明らかにする。さらに明らか

になった思考構造から歩行の在り方を熟思する。 

４－３ 分析結果（【図４】の黒四角を参照のこと） 

 結果として、３つに分類された。以下、詳細を述べる。 

［Ⅰ：社会における歩行］歩行は日常的に無意識に行われる

が、特別意識された行為として存在すると特化した目的が伴

う。これにより、特化した目的を果たす他の手段と競合する

こととなる。現在社会において歩行は代替可能であり、劣位

の象徴としても存在する。社会における歩行の意義を捉えた。 

［Ⅱ：個人を獲得する歩行］歩行は多様で複合的な行為であ

る。つまり、身体を動かしながら五感を研ぎ澄ませ思考を巡

らせられる。こうして歩行を捉えると、案外人は独りの思考

の中に思いを巡らせ、独りで歩いていることに気が付く。歩

くことは個人を獲得する原初的で永続的な行為である。 

［Ⅲ：世界とつながる歩行］歩いている間に坂や川などの自

然、行き交う人々や街の様子などの社会を無意識であれ、意

識的であれ認識した。また、自然からの恵みを頂き、文化と

して社会に必要不可欠である食との比較にも考えが及んだ。

歩行は世界を実感し、世界とつながる行為だと捉えられる。 

［Ⅰ：社会における歩行］×［Ⅱ：個人を獲得する歩行］ 

無意識と意思、目的の特化と混合・複合・多様という二つの

対立項が見られた。本来であれば、意思をもって目的を特化

し、無意識のうちに複合的なことをしてしまう。しかし、本

分析では、無意識にしてしまう行為だからこそ特化した目的

下でのみ意味をもつ行為となっている社会における歩行、意

思をもって複合的なことをやることよって個人を獲得できる

行為としての歩行を捉えた。 

［Ⅱ：個人を獲得する歩行］×［Ⅲ：世界とつながる歩行］ 

個人と世界という対立軸が見られる。個人と世界の間に歩行

という行為が架け橋となって存在しているということである。

歩くことで、内なる自己と外なる世界の間を揺れ動き、個人・

世界を獲得できるという示唆を得る。 

４－４ 本章のまとめ 

・歩行後の思考を KJ 法によって分析した。 

・分析の結果、３つの小分類が導き出された。 

・小分類の関係性から、歩くことで、内なる自己と外なる世

界の狭間を揺れ動き、個人・世界を獲得で

きるということが明らかになった。 

第５章 総合考察・結論                  

５－１ 本章の目的 

本章では、これまで言葉で考えられ、示

されてきた歩くことについての考察（第２

章）と、実際の歩行を伴って熟思した末に

出てきた歩くことについての思考（第４

章）を概括することで、より実践的に歩く

ことの本質を捉えることを目的とする。第

４章の分析の結果として出てきた歩くこ

との思考構造図に第２章の８つの特徴を

分類し直した。【図４】さらに本研究の方

法論として、実際の歩行を選択した意義を

第２章と第４章の差異から明らかにする。 

５－２ 総合考察 

［Ⅰ:社会における歩行］歩行を伴った思考では全く出てこな

かった［４］［５］は、ポジティブな評価を与えている点で歩

行を伴った思考と相対している。これらより、交通手段とい

う機能としては、ある程度の地位が与えられている一方で、

歩くという行為自体の意味は抑圧されていると考察できる。 

［Ⅱ：個人を獲得する歩行］実際に身体を動かしていた際に

身体を動かす［１］という視点が出てこなかった点は興味深

い。歩くことは、身体的な動作としてではなく、我々の日常

に存在しているということが示唆される。 

［Ⅲ：世界とつながる歩行］［２］を社会や自然との接点を生

むことの根拠になる要素として捉えた。第２章においては、

「他の行動」を社会との接点としか言及していなかったが、

実際に歩いたからこそ、自然との接点にも気づいたと言える。 

５－３ 結論 

1. 文献研究により、これまで論じられてきた歩くことにつ

いての記述を８点にまとめ、歩行とは自然的な要素と社

会的な要素の両方を兼ね備える人間の在り方を体現した

ものと考察した。 

2. 歩くことを実践的に捉えるために歩行実験かつ思考実験

を行った。分析の結果、３つの小分類を得、その関係性

により、歩くことで内なる自己と外なる世界との狭間を

揺れ動き、個人・世界を獲得できるということが示唆さ

れた。 

3. 実際の歩行を伴って歩くことを考えたことで、日常に主

観的かつ複合的な行為として存在する歩行を捉えた。 

4. 現代社会において、歩行は機能としてはある程度の地位

が与えられている一方で、歩くという行為自体の意味は

抑圧されていることが明らかになった。 

５－４ 最後に 

本研究では、歩行とは、個人・世界を獲得する行為である

という考察を得た。これはすなわち歩行が個人と自然・社会

とを行き来するペースを生み出すということである。我々が

生きている時空間には部分としての個人、全体としての自

然・社会が存在する。部分と全体、つまり個人と自然・世界

を空間的にもそして時間的にもつなぐことが出来る歩行は、

枢要な行為として位置づけられるべきである。 

本研究では、現代社会の中において機能としての歩行にば

かり目が向けられ、歩くという行為自体の意味が抑圧されて

いることが明らかになった。手段・機能としてだけではなく、

個人・世界とつながっていると実感できる歩行が日常に溶け

込むように都市空間や人々の認識を再構成していく必要があ

る。 

 

【図４ 歩くことの思考構造図】 


